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廃
止
路
線
案
に
関
係
す
る
地
元
住
民
へ
の

説
明
は
も
と
よ
り
、
存
続
と
し
た
未
整
備

の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
も
、
市
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
十
分
な
説
明
を
行

う
こ
と
を
要
望
し
た
。

○

（
仮
称
）
な
が
の
こ
ど
も
館
に
つ
い
て
、

完
成
後
は
様
々
な
利
用
者
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
安
全
性
に
配
慮
さ
れ
た
遊
具
や

使
い
や
す
い
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
、
施
設

を
利
用
す
る
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
整
備

を
要
望
し
た
。

○

丹
波
島
橋
に
お
け
る
渋
滞
対
策
に
つ
い

て
は
、
荒
木
交
差
点
の
改
良
事
業
を
は
じ

め
、
様
々
な
取
り
組
み
が
準
備
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
渋
滞
対
策
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
市
民
に
対
し
、
目
的
と
効
果
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
、
そ
の
検
証
結
果
を
報

告
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

○

水
道
事
業
の
広
域
化
の
検
討
に
つ
い
て
、

県
議
会
も
含
め
た
関
係
市
町
の
議
会
相
互

の
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

研
究
、
協
議
の
機
会
を
設
定
す
る
こ
と
を

要
望
し
た
。

総
務
委
員
会

○

公
共
施
設
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、
公
共
施
設

の
利
用
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
性
別
、
年
齢
、

障
害
の
有
無
な
ど
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
公
共
施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
踏

ま
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
要
望
し
た
。

○

長
野
市
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
に

つ
い
て
、
出
会
い
の
場
の
創
出
や
、
多
様

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
婚
活
を

応
援
す
る
た
め
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ

ナ
ー
等
の
情
報
提
供
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
要
望
し
た
。
ま
た
、
地
区
で
実

施
し
て
い
る
結
婚
相
談
や
夢
先
案
内
人
等

と
の
情
報
共
有
、
連
携
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て
も
併
せ
て
要
望
し
た
。

○

若
者
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
十
分
に
周

知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
認
定

条
件
等
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
若
者
の

定
住
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
な
る
よ
う

要
望
し
た
。

○

請
願
第
六
号
は
、
全
員
賛
成
で
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

福
祉
環
境
委
員
会

○

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に

つ
い
て
、
今
後
同
様
の
給
付
金
を
支
給
す

る
と
き
は
、
対
象
か
ら
わ
ず
か
に
外
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
生
活
困
窮
世
帯
に
対
し
て

も
、
市
独
自
の
配
慮
を
要
望
し
た
。

○

市
民
税
非
課
税
世
帯
と
な
っ
た
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

公
共
交
通
対
策
調
査
研
究

特
別
委
員
会

　
４
月
に
ぐ
る
り
ん
号
を
視
察
し
た
。
中

心
市
街
地
・
篠
ノ
井
・
東
北
の
三
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
乗
車
し
、
利
用
状
況
や
走
行

経
路
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
地
域
に
密

着
し
た
路
線
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た

が
、
利
用
の
少
な
い
区
間
が
あ
る
な
ど
の

状
況
が
共
通
認
識
と
な
っ
た
。

　
６
月
の
委
員
会
で
は
、
本
年
度
策
定
さ

れ
る
長
野
市
地
域
公
共
交
通
計
画(

案)

に
つ
い
て
調
査
し
た
。
日
常
の
移
動
に
公

共
交
通
を
利
用
し
て
い
る
市
民
は
全
体
の

七
％
弱
で
、
今
後
も
利
用
者
が
減
少
し
て

い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
に
お
い
て
公

共
交
通
を
維
持
す
る
に
は
「
少
子
・
高
齢

化
に
対
応
し
た
公
共
交
通
」
に
再
整
備
し

た
上
で
「
市
民
の
積
極
的
な
利
用
を
促
進

す
る
」
と
い
う
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

や
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
今
後
の
整

備
方
針
等
に
つ
い
て
担
当
課
の
説
明
を
受

け
た
。
市
の
地
域
公
共
交
通
の
将
来
像
を

明
ら
か
に
す
る
重
要
な
計
画
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
調
査
・
研
究
を
行
う
。

農
林
業
振
興
対
策

特
別
委
員
会

　
５
月
の
管
内
視
察
で
は
、
七
二
会
・
中

条
地
区
に
お
い
て
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
栽

培
に
取
り
組
む
生
産
者
の
方
々
と
、
ワ
イ

ン
特
区
の
認
定
、
ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

経
済
文
教
委
員
会

○

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
に
つ
い

て
、
市
民
が
等
し
く
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
販
売
方
法
に
配
慮
す
る
こ
と
を
要

望
し
た
。

○
公
民
館
や
交
流
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備

に
つ
い
て
、
生
涯
学
習
の
場
で
あ
る
こ
と
、

お
年
寄
り
も
利
用
す
る
こ
と
等
か
ら
、
早

急
に
未
設
置
の
部
屋
へ
の
設
置
を
検
討
す

る
よ
う
要
望
し
た
。

○

老
朽
化
し
た
長
野
運
動
公
園
総
合
体
育

館
の
建
て
替
え
と
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
の

新
規
整
備
に
つ
い
て
、
長
寿
命
化
を
踏
ま

え
た
適
切
な
予
算
の
見
積
り
と
計
画
的
な

執
行
を
行
う
よ
う
要
望
し
た
。

○

浅
川
排
水
機
場
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら

は
四
つ
の
排
水
機
場
を
一
体
で
管
理
し
た

ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
と
の
意
見
が
あ
る
。

排
水
を
よ
り
安
全
か
つ
効
率
的
に
行
う
た

め
に
も
、
排
水
機
場
の
一
体
管
理
に
向
け

て
県
と
の
調
整
を
進
め
る
よ
う
要
望
し
た
。

○

小
・
中
学
校
十
一
校
で
長
寿
命
化
に
係

る
改
修
を
進
め
て
い
る
が
、
雨
漏
り
等
早

急
に
改
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
積

極
的
な
改
修
を
進
め
る
よ
う
要
望
し
た
。

建
設
企
業
委
員
会

○

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
や
物
価
の

高
騰
等
に
直
面
す
る
生
活
困
窮
世
帯
へ
の

支
援
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
に
、
か

つ
、
正
確
に
対
象
者
へ
給
付
金
が
行
き
届

く
よ
う
要
望
し
た
。
ま
た
、
非
課
税
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
生
活

困
窮
世
帯
へ
の
支
援
策
の
一
層
の
強
化
を

図
る
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

○

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
事
業
の
新

た
な
運
営
主
体
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
雇

用
す
る
職
員
の
多
様
な
働
き
方
に
よ
り
雇

用
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、
利
用
者

で
あ
る
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
た
受
け
入

れ
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

○

児
童
館
及
び
児
童
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
体
調
不
良
等

に
な
っ
た
児
童
が
一
時
的
に
休
養
で
き
る

居
室
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
要
望
し
た
。

常任委員会のうごき常任委員会のうごき審議結果については、３頁の
審議結果一覧を併せて参照く
ださい。

長沼小学校の敷地内に移転し、新築した
長沼児童センター
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５
月
に
は
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
参
加
し
た
市
民
か
ら
い
た
だ

い
た
意
見
に
つ
い
て
、
今
後
の
委
員
会
で

議
論
を
深
め
る
と
と
も
に
、
理
事
者
に
対

し
、
要
望
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

新
た
に
完
成
し
た「
森
の
駅Daizahoushi

」

を
は
じ
め
と
し
た
、
飯
綱
高
原
エ
リ
ア
の

観
光
施
設
を
視
察
し
た
。
視
察
の
振
り
返

り
で
は
、
地
場
産
商
品
の
販
売
推
進
や
大

座
法
師
池
の
活
用
等
、
よ
り
良
い
施
設
と

す
る
た
め
に
協
議
し
た
。

　
６
月
に
は
松
代
地
区
に
お
い
て
、
体
験

型
の
人
と
触
れ
合
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア

ー
を
視
察
し
た
。
視
察
の
振
り
返
り
で
は
、

「
体
験
型
の
ツ
ア
ー
は
満
足
度
が
増
す
」、

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
練
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
」、「
地
元
の
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

っ
た
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

公
共
交
通
対
策
調
査
研
究

特
別
委
員
会

　
４
月
に
ぐ
る
り
ん
号
を
視
察
し
た
。
中

心
市
街
地
・
篠
ノ
井
・
東
北
の
三
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
乗
車
し
、
利
用
状
況
や
走
行

経
路
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
地
域
に
密

着
し
た
路
線
で
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た

が
、
利
用
の
少
な
い
区
間
が
あ
る
な
ど
の

状
況
が
共
通
認
識
と
な
っ
た
。

　
６
月
の
委
員
会
で
は
、
本
年
度
策
定
さ

れ
る
長
野
市
地
域
公
共
交
通
計
画(

案)

に
つ
い
て
調
査
し
た
。
日
常
の
移
動
に
公

共
交
通
を
利
用
し
て
い
る
市
民
は
全
体
の

七
％
弱
で
、
今
後
も
利
用
者
が
減
少
し
て

い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
に
お
い
て
公

共
交
通
を
維
持
す
る
に
は
「
少
子
・
高
齢

化
に
対
応
し
た
公
共
交
通
」
に
再
整
備
し

た
上
で
「
市
民
の
積
極
的
な
利
用
を
促
進

す
る
」
と
い
う
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

や
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
今
後
の
整

備
方
針
等
に
つ
い
て
担
当
課
の
説
明
を
受

け
た
。
市
の
地
域
公
共
交
通
の
将
来
像
を

明
ら
か
に
す
る
重
要
な
計
画
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
調
査
・
研
究
を
行
う
。

農
林
業
振
興
対
策

特
別
委
員
会

　
５
月
の
管
内
視
察
で
は
、
七
二
会
・
中

条
地
区
に
お
い
て
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
栽

培
に
取
り
組
む
生
産
者
の
方
々
と
、
ワ
イ

ン
特
区
の
認
定
、
ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

経
営
の
苦
労
と
安
定
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
市
で
は
年
度
内
の
特
区
申

請
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
の
新
た
な
特

産
品
育
成
や
地
域
活
性
化
の
可
能
性
か
ら
、

特
区
認
定
後
の
市
内
ワ
イ
ン
の
生
産
振
興

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
５
月
21
日
に
は
十
五
名
の
参
加
（
う
ち

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は
五
名
）
を
得
て
、
市

民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
市
民

か
ら
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
６
月
の
委
員
会
で
は
、
い
た
だ
い
た
意

見
や
こ
こ
ま
で
の
振
り
返
り
を
中
心
に
、

自
立
で
き
る
農
業
、
中
山
間
地
域
の
耕
作

放
棄
地
対
策
、
認
定
農
業
者
、
施
策
の
展

開
、
林
業
の
担
い
手
確
保
、
森
林
整
備
等

に
つ
い
て
質
疑
、
要
望
を
行
っ
た
。

　
今
後
も
持
続
可
能
な
農
林
業
を
め
ざ
し

て
提
言
し
て
い
く
。

災
害
対
策
等
調
査
研
究

特
別
委
員
会

　
４
月
に
戸
隠
地
質
化
石
博
物
館
で
、
長

野
市
の
地
形
と
、
長
い
時
間
を
か
け
て
日

本
列
島
に
起
こ
っ
た
地
殻
変
動
と
災
害
の

関
わ
り
に
つ
い
て
研
究
し
た
。

　
５
月
に
開
催
し
た
市
民
と
議
会
の
意
見

交
換
会
で
は
「
災
害
か
ら
自
分
た
ち
の
命

を
守
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
被
災
さ

れ
た
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
た

方
、
復
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
な
ど
十
八
名

の
参
加
者
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
今
後
の
研
究
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　
６
月
の
委
員
会
で
は
、
災
害
復
興
計
画

の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
を
確
認
し
た
。
令
和
元
年
東

日
本
台
風
災
害
か
ら
間
も
な
く
三
年
が
経

過
す
る
中
、
復
興
し
た
箇
所
、
こ
れ
か
ら

実
施
す
る
箇
所
な
ど
の
状
況
を
調
査
し
た

上
で
、
被
災
者
へ
の
相
談
体
制
の
継
続
な

ど
を
要
望
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
危
機

管
理
防
災
課
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
見
直
し
さ
れ
る
地
域
防
災
計
画

へ
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風
検
証
報
告
書

の
課
題
反
映
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

観
光
戦
略
調
査
研
究

特
別
委
員
会

　
４
月
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、
観
光

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
研

究
し
、
今
後
の
委
員
会
調
査
の
材
料
に
す

る
こ
と
と
し
た
。

特 員 う別 会 ご委 の き

戸隠地質化石博物館視察の様子

松代地区「人と触れ合うサイクリングツアー」
視察の様子



　

昨
年
か
ら
続
く
物
価
高
騰
に
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
の
影
響
が
拍
車

を
か
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
の
価
格

が
急
騰
し
て
い
ま
す
。
６
月
定
例
会
で
は
、

国
の
総
合
緊
急
対
策
の
給
付
金
、
落
ち
込

む
市
内
経
済
の
活
性
化
と
消
費
拡
大
へ
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
の
拡
大
な
ど
、

市
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
補
正
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
傷
ん
だ
市

内
経
済
と
市
民
の
暮
ら
し
を
回
復
し
、
守

っ
て
い
く
た
め
、
市
議
会
は
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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　４回目の開催となった今年度の「市民と議会の意見交換会」は、
コロナ禍で３年ぶりの開催となりました。感染症対策でオンライ
ン方式を初めて導入し、会場での参加が困難な方やこれまで参加
したことのなかった方など、多くの方にご参加いただきました。
　特別委員会ごとにテーマを決めて意見交換会形式とし、参加者
からのご意見等を、市政に反映させていくことに重きをおいた運
営としています。
　詳しくは、「報告書」を市議会ホームページに掲載しています
のでご参照ください。議会事務局でも配布しています。

市民と議会の市民と議会の
意見交換会を開きました意見交換会を開きました　既に新聞、テレビ等で報道されておりま

すとおり、松木茂盛元長野市議会議員が公
職選挙法違反の疑いで書類送検されました。
　当該議員は長野市議会の信用を損ねたこ
とを重くとらえ、６月１日付けで議員辞職
願を提出し、議長においてこれを許可いた
しました。
　議会としては、今回の件は大変遺憾であ
り、市民の皆様の負託に応え、市政運営の
一翼を担う議会を代表して、市民の皆様に
改めて、深くお詫び申し上げます。
　今回の事態を真摯に受け止め、市議会と
してより開かれた議会をめざし、市民の皆
様の信頼回復に努めてまいります。

議長　寺沢 さゆり
お　詫　び

９月１日㈭　 本会議（会期の決定／議案上程／決算議案上程）
　　２日㈮～６日㈫　休会
　　７日㈬　本会議（一般質問〈個人〉）
　　８日㈭　本会議（一般質問〈個人〉）
　　９日㈮　 本会議（一般質問〈個人〉／議案質疑等／

決算特別委員会の設置等）
　　　　　　決算特別委員会　前期全体会
　　10日㈯～11日㈰　休会
　　12日㈪　委員会（総務・経済文教）
　　13日㈫　委員会（福祉環境・建設企業）
　　14日㈬　決算特別委員会分科会（総務・経済文教）
　　15日㈭　決算特別委員会分科会（福祉環境・建設企業）
　　16日㈮　決算特別委員会分科会（総務・経済文教）
　　17日㈯～19日㈪　休会
　　20日㈫　決算特別委員会分科会（福祉環境・建設企業）
　　21日㈬～25日㈰　休会
　　26日㈪　決算特別委員会　後期全体会
　　27日㈫　本会議（採決）
　　28日㈬　本会議（議会人事）

９月市議会定例会 会議予定

　アンケート結果では、意見交換会について「良かった」が
41.7％、「まあまあ良かった」が43.8％と、８割を超える参
加者から好評価をいただきました。一方で「どちらともいえ
ない」という回答も4.2％ありました。

８割超の参加者が意見交換会を好評価

良かった
41.7％

まあまあ
良かった
43.8％

どちらともいえない
4.2％

無回答
10.4％

良くなかった 　0.0％
あまり良くなかった

0.0％

日程案は変更となることがあります。
 「請願」「陳情」を希望する人は開会日までに提出し
てください。
 傍聴は開催当日、次のところで受け付けます。マス
クの着用をお願いします。
　・本会議…第一庁舎８階（傍聴席入口）
　・委員会…第一庁舎７階（議会事務局）
 乳幼児一時預かりサービスは、利用を希望する対象
保育所等へ直接お申し込みください。手話通訳及び
要約筆記サービスは、傍聴希望日の３日前までに議
会事務局へお申し込みください。（いずれも無料）

テーマと参加者数

意見交換テーマ 会場
参加者

オンライン
参加者

持続可能な農林業を目指して
　 ～農業の持つ魅力について・林産業を活性化して長野
市の森を守る～

10 ５

災害から自分たちの命を守るために
　～適切な避難を考えよう～ 15 ３

善光寺御開帳後の観光誘客の取組とスポーツコンベンシ
ョンの推進について ９ ４

公共交通について
　～あなたが利用できる公共交通とは～ ５ １

合計 39 13

令和４年度令和４年度

　「市民との対話・意見交換」に
期待する声が38.4％と最も多く、
次いで「政策の提言」・「情報の発
信」に期待する声が続いています。
市民誰もが幸せに暮らせる市政の
実現のため、今後も、より一層市
民に開かれた議会づくりに取り組
んでいきます。

行政の
監視
14.0％

政策の提言
20.9％

情報の発信
20.9％

市民との対話
・意見交換
38.4％

その他
2.3％

無回答
3.5％

これからの市議会に期待することは？

※ 回答の構成比は小数第２位を四捨五入しているため、合計が必ずしも100％
にならない場合があります。


